











A Study of the Learning Contents of the Practicum in Psychiatric Nursing






































1 ）実習病棟の記述　実習場所を総合病院の精神科A 病棟と、民間のB 精神
病院6 病棟（全8 病棟）を、療養型の3 病棟（以下c 病棟）・急性期／亜急性














人・精神の4 つの看護領域（各2 単位）から2 領域、4 年次前期の実習（1
単位）で残り2 領域を選択する。多くの学生が希望通りの領域で選択実習し
ている。
学生配置：A 病棟が、1 クール5 ～10 名で、B 病院6 病棟は、1 つの病棟に
1 クール2 ～4 名の学生を配置した。
指導体制：実習打合せ時に2 病院に同じ指導方針案を提示し、臨床指導者の
役割の合意を得、学生2 ～7 名を1 グループとして編成し、原則として1 グ
ループ毎に臨床指導者・教員の担当を決め、教員は1 クールに1 ～2 グルー
プ、1 ～2 病棟を担当し、臨床指導者は各グループ1 ～2 名で、実習日には
必ず勤務するよう体制が組まれた。
スケジュール：後期に週に2 ～3 日、4 週間づつ3 クールに分かれ、各クー













学生数 102 42(41.2%) 27(26.5%) 33 (32.4%)
診断名（人）　 統合失調症 84 (82.4%) 28 (66.7%) 27 (100%) 29 (87.9%)
非定型精神病 8（7.8％） 4   （9.5%） 4(12.1%)
噪うつ病・うつ病 6 （5.9% ） 6(14.3%)
妄想性障害・老人性精神病 3 （2.9% ） 3   （7.1%）
症状精神病 1 （1.0% ） 1　（2.4%）
性別（人）　　　　　 男性 35 (34.3%) 9(21.4%) 8(29.6%) 18(54.5%)
女|生 67 (65.7%) 33 (78.6%) 19(70.4%) 15(45.5%)
平均年齢(才) 50.4 43.3 (12～79) 59.7 (34～67) 48.3(24～64)







全体 総合病院精神科A 病棟 B病院療養型C 病棟 B病院急性期・亜急性期D 病棟
全反応数 （∩=242 ） 95 （393% ） 63 （26.0％） 84  （34.7% ）
精神科看護の理解
79 （32.6% ）









































































46  （19.0% ）























15  （6.2% ）













12  （5.0% ）









関係性の理解10(4.1%) 3  （3.2% ） 3  （4.8% ） 4  （4.8% ）
畔 樅療の理解10(4.1%) 4 （4.2% ） 2 （3.2％） 4  （4.8% ）
看護の理解9  (3.7%) 2 （2.1% ） 1   （1.6% ） 6  （7.1% ）
人の理解　5(2.1%) 2  （2.1% ） 1   （1.6% ） 2  （2.4% ）
実習について　5(2.1%) 3  （3.2% ） 2  （2.4% ）
りj
学生全体の反応数は242 で、1 人あたりの平均反応数は2.4 であった。抽
出し た カ テ ゴ リ ーは 反 応 数 の 多 い 順 に、【精 神 科 看 護 の 理 解】が79
（32.6  % ）、【関 り方 の 理 解】が51  （21.1  ％）、【精 神 科 患 者 の 理 解】が
46（19.0% ）、【精神疾患の理解】15（6.2 ％）、【自分にういて】12  （5.0 ％）、
【関係性の理解】と【精神科治療の理解】が10 （4.1 % ）、【看護の理解】が9
（3.7% ）、【人の理解】と【実習について】が5  （2.1％）に大別された。




他病棟に比べ少なく10.5  % で、【精神疾患の理解】が同じく10.5  ％で他病棟
と比べ多かった。
C 病棟の学生の学びの全反応数は63  （26.0% ）で病棟別学生数の割合より
やや低く、一人あたり平均反応数は、A 病棟と同じ2.3 で、内容は多い順に、
「症状に関心をもち、そのままを受けとめる」等の【関り方の理解】が19
（30 ．2％）と他病棟に比べ多く、【精神科看護の理解】が16 （25.4 ％）と他病





ある」等のA 病棟と同じく【精神科看護の理解】が24  （28.6% ）、【関り方の
理解】が22  （26.2  ％）と、同程度にC 病棟と同じく多く、【精神科患者の理







た」と「ほぼ達 成でき た」と自己 評価し た学生 が全 体の51.0 ％、② は、
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